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衆
議
院
議
員
細
川
律
夫
君
提
出
変
造
外
国
硬
貨
等
使
用
に
よ
る
自
販
機
荒
ら
し
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送 

付
す
る
。 
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一
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

加
工
し
た
貨
幣
を
使
用
し
て
自
動
販
売
機
の
中
の
現
金
を
窃
取
す
る
手
口
の
窃
盗
事
件
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
警
察
に
お
い
て
は
、
自
動
販
売
機
を
設
置
し
又
は
管
理
す
る
者
に
対
し
、
視
認
が
容
易
な
場
所
へ
の
自
動
販
売
機
の
移

動
、
売
上
金
の
早
期
回
収
、
被
害
発
見
時
の
早
期
通
報
等
被
害
防
止
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
こ

の
種
事
犯
の
警
戒
及
び
検
挙
に
努
め
、
平
成
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
二
千
二
百
九
十
件
（
前

年
同
期
比
約
七
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
増
）
を
検
挙
し
、
犯
行
に
使
用
さ
れ
た
加
工
し
た
貨
幣
約
六
十
五
万
七
千
枚
（
同
約
百
八

十
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
）
を
押
収
し
て
い
る
。 

今
後
と
も
、
警
察
に
お
い
て
は
、
被
害
防
止
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
自
動
販
売
機
設
置
者
等
へ
の
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、
警
戒
及
び
検
挙
に
努
め
る
な
ど
し
て
、
こ
の
種
事
犯
に
対
処
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

大
韓
民
国
の
五
百
ウ
ォ
ン
硬
貨
（
以
下
「
五
百
ウ
ォ
ン
硬
貨
」
と
い
う
。
）
の
密
輸
入
に
つ
い
て
は
、
加
工
し
た
五
百 

 
 

 

衆
議
院
議
員
細
川
律
夫
君
提
出
変
造
外
国
硬
貨
等
使
用
に
よ
る
自
販
機
荒
ら
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁 

書 

一 

 



 

三
に
つ
い
て 

ウ
ォ
ン
硬
貨
を
使
用
し
た
窃
盗
事
件
の
増
加
を
考
慮
し
、
全
国
の
空
港
及
び
海
港
に
お
い
て
、
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
、
け
ん
銃

等
の
輸
入
禁
制
品
の
場
合
と
同
様
に
、
関
係
機
関
に
よ
る
取
締
り
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
情
報
の
収
集
及

び
分
析
に
よ
っ
て
絞
り
込
ん
だ
要
注
意
貨
物
、
要
注
意
旅
客
等
に
対
す
る
重
点
的
検
査
の
実
施
、
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
装
置
等

の
検
査
機
器
の
積
極
的
活
用
、
税
関
、
警
察
及
び
海
上
保
安
庁
に
よ
る
合
同
取
締
り
の
実
施
等
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。 

警
察
庁
に
お
い
て
は
、
自
動
販
売
機
製
造
業
者
の
団
体
及
び
自
動
販
売
機
を
設
置
し
又
は
管
理
す
る
者
の
団
体
に
対
し
、

加
工
し
た
貨
幣
を
排
除
す
る
こ
と
の
で
き
る
自
動
販
売
機
の
開
発
及
び
そ
の
普
及
の
促
進
等
を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
自
動
販
売
機
製
造
業
者
に
お
い
て
も
、
電
気
ド
リ
ル
、
旋
盤
等
を
使
用
し
て
重
量
を
調
整
し
た
貨
幣
を
排
除
す
る
こ
と

の
で
き
る
機
能
を
持
つ
装
置
を
開
発
し
、
こ
の
よ
う
な
装
置
を
搭
載
し
た
自
動
販
売
機
の
普
及
に
努
め
て
い
る
も
の
と
承
知

し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
取
組
の
結
果
、
五
百
ウ
ォ
ン
硬
貨
の
密
輸
入
が
初
め
て
摘
発
さ
れ
た
平
成
九
年
九
月
十
日
か
ら
平
成
十
一
年

十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
全
国
の
空
港
及
び
海
港
に
お
い
て
、
十
九
件
の
密
輸
入
を
摘
発
し
、
五
百
ウ
ォ
ン
硬
貨
約
十

六
万
九
千
枚
を
押
収
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
こ
の
種
の
密
輸
入
事
犯
の
取
締
り
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二 

 



 

四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
四
十
八
条
の
通
貨
偽
造
及
び
行
使
等
の
罪
は
、
通
貨
発
行
権
者
の
発
行
権

を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
通
貨
に
対
す
る
社
会
の
信
用
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
条
の
「
偽
造
」
と
は
、

通
貨
の
発
行
権
限
を
有
し
な
い
者
が
通
貨
の
外
観
を
有
す
る
物
を
作
る
こ
と
を
い
い
、
通
常
人
が
不
用
意
に
こ
れ
を
一
見
し

た
場
合
に
真
正
の
通
貨
と
誤
認
す
る
程
度
に
製
作
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
と
解
し
て
い
る
。 

加
工
し
た
五
百
ウ
ォ
ン
硬
貨
等
を
使
用
し
た
犯
罪
に
対
し
て
は
、
警
察
等
の
関
係
機
関
に
お
い
て
鋭
意
取
組
が
な
さ
れ
て

お
り
、
自
動
販
売
機
製
造
業
者
に
お
い
て
も
、
犯
罪
防
止
に
有
効
な
硬
貨
識
別
装
置
の
開
発
及
び
そ
の
普
及
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

ま
た
、
御
指
摘
の
国
際
協
調
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
と
の
間
に
お
い
て
貨
幣
の
製
造
等
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
、
新
し
く
貨
幣
を
製
造
す
る
際
に
お
け
る
他
国
の
貨
幣
の
形
式
等
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
、
各
国
の
協
力
を
得
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 

ま
た
、
通
貨
及
証
券
模
造
取
締
法
（
明
治
二
十
八
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
一
条
は
、
「
貨
幣
、
政
府
発
行
紙
幣
、
銀
行 

 
 

三 

 



 

紙
幣
、
兌
換
銀
行
券
、
国
債
証
券
及
地
方
債
証
券
ニ
紛
ハ
シ
キ
外
観
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ヲ
製
造
シ
又
ハ
販
売
ス
ル
コ
ト
ヲ
得 

ス
」
と
規
定
し
、
同
法
第
二
条
は
、
同
法
第
一
条
の
違
反
行
為
に
対
す
る
罰
則
を
規
定
し
て
い
る
が
、
同
法
は
、
通
貨
等
に

対
す
る
社
会
の
信
用
と
経
済
取
引
の
安
全
の
確
保
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
法
第
一
条
の
「
紛
ハ
シ
キ
外
観
ヲ
有
ス

ル
モ
ノ
」
と
は
、
そ
の
色
彩
、
形
状
等
に
照
ら
し
、
そ
の
用
い
方
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
通
常
人
が
真
正
の
通
貨
等
と
誤
認

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
人
を
欺
く
手
段
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
危
険
性
を
有
す
る
物
を
い
う
と
解
し
て
い
る
。 

五
百
ウ
ォ
ン
硬
貨
等
を
加
工
し
て
、
又
は
加
工
し
た
五
百
ウ
ォ
ン
硬
貨
等
を
使
用
し
て
、
刑
法
第
百
四
十
八
条
の
通
貨
偽

造
若
し
く
は
偽
造
通
貨
行
使
等
に
該
当
す
る
よ
う
な
行
為
又
は
通
貨
及
証
券
模
造
取
締
法
第
一
条
の
貨
幣
に
紛
ら
わ
し
い
外

観
を
有
す
る
物
の
製
造
若
し
く
は
販
売
に
該
当
す
る
よ
う
な
行
為
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
通
貨
偽
造
若
し
く
は
偽
造
通
貨
行

使
等
の
罪
又
は
同
法
第
二
条
の
罪
が
成
立
し
得
る
が
、
加
工
後
の
当
該
五
百
ウ
ォ
ン
硬
貨
等
が
真
正
の
通
貨
と
誤
認
さ
れ
る

さ
ら
に
、
貨
幣
損
傷
等
取
締
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
八
号
）
第
一
項
は
、
「
貨
幣
は
、
こ
れ
を
損
傷
し
又
は 

 
 

鋳
つ
ぶ
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
し
、
同
法
第
三
項
は
、
同
法
第
一
項
の
違
反
行
為
に
対
す
る
罰
則
を
規
定
し
て
い
る 

 

が
、
同
法
は
、
我
が
国
の
貨
幣
の
健
全
な
流
通
と
貨
幣
制
度
の
維
持
確
保
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
法
第
一
項
の 

 

「
貨
幣
」
と
は
、
我
が
国
に
お
い
て
法
律
に
よ
る
強
制
通
用
力
が
あ
る
貨
幣
を
い
う
と
解
し
て
い
る
。 

四 

 



 

 

五 

お
そ
れ
が
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
罪
は
成
立
し
な
い
。
ま
た
、
我
が
国
に
お
い
て
法
律
に
よ
る
強
制
通
用
力
の

な
い
五
百
ウ
ォ
ン
硬
貨
等
は
貨
幣
損
傷
等
取
締
法
第
一
項
の
「
貨
幣
」
に
該
当
し
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
五
百
ウ
ォ
ン
硬

貨
等
を
損
傷
す
る
等
の
行
為
が
行
わ
れ
て
も
、
同
法
第
三
項
の
罪
は
成
立
し
な
い
。 

刑
法
第
百
四
十
八
条
、
通
貨
及
証
券
模
造
取
締
法
及
び
貨
幣
損
傷
等
取
締
法
の
解
釈
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
法
目
的
、
保
護
法
益
等
に
照
ら
し
、
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
加
工
し
た
貨
幣
を
使
用
し
て
自
動
販
売
機
の
中
の
貨
幣

を
取
得
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
窃
盗
罪
が
成
立
す
る
場
合
が
多
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
取
締
り
を
行
う
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
改
正
そ
の
他
の
立
法
措
置
に
つ
い
て
は
、
諸
般
の
事
情
を
踏
ま
え
、
種
々
の
観
点
か
ら
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 


